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論文掲載 

【本研究成果のポイント】 

本研究では、モバイル胎児心拍モニター（iCTG）が、妊娠後期の胎児の心拍異常をより確

実に捉え、新生児の状態改善や周産期死亡の減少につながる可能性が示されました。日本企業

の開発した医療機器が、資源が限られた地域でも導入しやすい、現実的かつ効果的な技術であ

ることが明らかになりました。 

 

【概要】 

広島大学大学院医系科学研究科の新福洋子教授を中心とする研究チームは、低所得国での

胎児モニタリングを可能にするため、モバイル胎児心拍モニター（iCTG）の効果を検証しま

した。その結果、従来の胎児モニタリングよりも異常心拍の検出率が大幅に向上し、出生直後

の新生児の健康状態が改善しました。本研究は、低リソース環境における妊婦ケアの質向上に

新たな可能性を示しています。 

本研究成果は、学術誌「BMC Public Health」に掲載されました。 

また、本研究は広島大学から論文掲載料の助成を受けています。 
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【背景】 

胎児モニタリングとは、おなかの中にいる胎児の状態を継続的に観察・記録することです。

胎児の心拍などを観察することで、外から直接見ることのできない胎児の状態を把握するこ

とができ、出産時の胎児の異常を判断する重要なデータとなります。安全な出産にとても重要

なのですが、多くの低所得国では、十分な胎児モニタリングが行えず、心拍異常が見逃される

ことで死産や新生児合併症の一因となっています。十分な胎児モニタリングが行えない理由
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は多々ありますが、その一つに機器とインフラの不足があります。胎児モニタリングを行う

際、胎児心拍モニター（CTG）という機器を使用しますが、高価であり導入が難しい点など

から、低資源国では導入数が限られています。よって、医療スタッフが使いやすく、持続的に

運用できる新しいモニタリング技術の導入が求められていました。 

 

【研究成果の内容】 

今回の研究では、タンザニアの医療施設にモバイル胎児心拍モニター（iCTG）を導入し、

その効果を検証しました。iCTG とは、従来の CTG を小型化し、持ち運びを可能にしたもの

です。また、データをクラウドで管理し、遠隔地からも胎児の状態を確認できます。小型であ

ることから従来より容易に導入することができ、低コストであることや操作が簡潔であるこ

となど、様々なメリットがあります。iCTG を導入した施設では、胎児心拍異常の発見数が従

来の約 10 倍に増え、新生児の胎児仮死も半分以下に減少し、周産期死亡が約 8 割減少しま

した。助産師らが現場で無理なく使用できる操作性も確認され、実装研究として有用性が示さ

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展開】 

今後は、より幅広い地域での導入と長期的な母子の健康への影響を検証するとともに、コス

ト効果や運用体制を含めた持続可能なモデル作りを進めます。最終的には、どこに住んでいて

も妊婦が安全な胎児モニタリングを受けられる世界的な体制整備を目指します。 
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